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ＶＩＩＩ 生成自由エネルギ－

【圧力 Ｐ での生成自由エネルギ－】

Ｐ＊ ｏ ｏ
△Ｇ ＝ △Ｇ ＋ ∫ Ｖ ｄＰ （Ｐ ＝ １ atm） （８･１）

ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ ｏ
Ｐ

［注１］《ｏ》は純物質の圧力 １ atm での熱力学量であることを示す（→ エンタルピー参照）。

《＊》は純物質の圧力 Ｐ での量を示す。

【気体の生成自由エネルギ－】

［理想気体］

＊ ｏ ｏ ｏ
△Ｇ ＝ △Ｇ ＋ ＲＴ ln（Ｐ／Ｐ ） （Ｐ ＝ １ atm） （８･２）

ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ

［問８･１］１０００ Ｋ ，１００ atm の状態の水素（理想気体とする）の生成自由エネルギ－を求めよ。

-1 -1 -3ｃ ／Ｊ Ｋ mol ＝ ２８.３６ ＋ １.７０×１０ Ｔｐ

-1《２３.４５５ ｋＪ mol 》

［問８･２］１０００ Ｋ ，１００ atm の状態でのメタン（理想気体とする）の生成自由エネルギ－を求

めよ。

ｏ -1△Ｈ (ＣＨ ,ｇ)／ｋＪ mol ＝ －７４.８４８４ｆ,298

ｏ -1△Ｇ (ＣＨ ,ｇ)／ｋＪ mol ＝ －５０.７９４４ｆ,298

-1 -1 -3ｃ (ＣＨ ,g)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２０.２７ ＋ ５２.８１×１０ Ｔｐ ４

-1《２０.８０９ ｋＪ mol 》

［非理想気体］

＊ ｏ ｆ ｏ
△Ｇ ＝ △Ｇ ＋ ＲＴ ln（ ） （ｆ ＝ １ atm） （８･３）

ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ ｆ
ｏ

ｆ：fugacity

［問８･３］気体の状態が次式で表されるとき，ある温度 Ｔ でのフガシティ ｆ を圧力 Ｐ の関数として

示せ。 ただし，Ｔ は臨界温度 ， Ｐ は臨界圧力であり，いずれも物質に固有の定数である。ｃ ｃ

Ｔ Ｔ９ Ｐ ｃ ｃ ２
ＰＶ＝ＲＴ｛１＋ ［１－６（ ） ］｝

１２８ Ｐ Ｔ Ｔｃ

［ヒント： 上式は ＰＶ＝ＲＴ＋ＢＰ （Ｂ：定数） の形である］

Ｔ Ｔ９ Ｐ ｃ ｃ ２
《 Ｐ exp { [ 〔１－６（ ） 〕]／ＲＴ } 》

１２８ Ｐ Ｔ Ｔｃ
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［問８･４］塩素［ Ｔ ＝ ４１７ Ｋ ，Ｐ ＝ ７６.１ atm ］の ２５ ℃ ，５０ atm での生成自由ｃ ｃ
-1エネルギ－を求めよ。 《９.６９７ ｋＪ mol 》

【液体，固体の生成自由エネルギ－】

［体積一定］

＊ ｏ ｏ ｏ
△Ｇ ＝ △Ｇ ＋ Ｖ（ Ｐ － Ｐ ） （Ｐ ＝ １ atm） （８･４）

ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ

［低圧下］

Ｐ＊ ｏ
△Ｇ ＝ △Ｇ （ ∫ Ｖ ｄＰ ≒ ０ ） （８･５）

ｆ,Ｔ ｆ,Ｔ ｏＰ

ｏ -1［問８･５］Ｈ Ｏ(ｌ) の △Ｇ は －２３７.１９２ ｋＪ mol ，モル体積は２ ｆ,298
3 -1１７.９６２ ｃｍ mol である。 モル体積が圧力によって変わらないとして，２５ ℃ ，

-1１００ atm での生成自由エネルギ－を求めよ。 《－２３７.０１２ ｋＪ mol 》

［問８･６］トルエン(ｌ) の ８８℃ ，０.５ atm での生成自由エネルギ－を求めよ。

ｏ -1△Ｈ (トルエン,ｌ)／ｋＪ mol ＝ １２.００
ｆ,298
ｏ -1△Ｇ (トルエン,ｌ)／ｋＪ mol ＝ １１４.１５
ｆ,298

-1 -1ｃ (トルエン,ｌ)／Ｊ Ｋ mol ＝ １６６.０ｐ

-3ρ(トルエン,ｌ)／ｇ ｃｍ ＝ ０.８７２

-1（原子量 水素：１.０１ 炭素：１２.０１） 《１３４.６９５ ｋＪ mol 》

-3［問８･７］白金（原子量 １９５.０８）の密度は ２１.３７ ｇ ｃｍ で定圧比熱容量は

-1 -1０.１３６ Ｊ ｇ Ｋ である。 密度，熱容量が温度，圧力によって変わらないとして，

３００ ℃ ，１００ atm での白金の生成自由エネルギ－を求めよ。

-1《－２.５５０ ｋＪ mol 》

［問８･８］斜方硫黄(ｓ) および液体の硫黄(ｌ) の １１３ ℃ ，１０ atm での生成自由エネルギ－を

求めよ。

-1 -1ｃ (Ｓ,ｓ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ２１.８７ｐ
ｏ -1△Ｈ (Ｓ,ｌ)／ｋＪ mol ＝ １.０６
ｆ,298

ｏ -1△Ｇ (Ｓ,ｌ)／ｋＪ mol ＝ ０.３３
ｆ,298

-1 -1ｃ (Ｓ,ｌ)／Ｊ Ｋ mol ＝ ３１.５２ｐ

-1 -1《－０.２６０ ｋＪ mol ，－０.２６０ ｋＪ mol 》


